
 

 

厚生労働省統計改革ビジョン 2019（仮称）有識者懇談会  
開催要綱 

 
 

 

１ 開催の趣旨等 

厚生労働省として、政策立案や学術研究、経営判断の礎として常に正確性が求められる公

的統計の重要性に対する基本認識を明確にし、作成するすべての統計が真に統計ユーザーや

国民の視点に立った統計を作成できる組織へと生まれ変わるため、広く外部有識者の意見を

取り入れて、厚生労働省が政府全体の公的統計を牽引するような「統計行政のフロントラン

ナー」となることを目指し、「厚生労働省統計改革ビジョン 2019（仮称）」を策定する。 

 

 

２ 検討事項 

  厚生労働省が策定する「厚生労働省統計改革ビジョン 2019（仮称）」に盛り込むべき

具体的内容、及びそれが真に実効性のある取組となるような取組の方向性・妥当性等。 

 

 

３ 構成員及び運営 

・ 懇談会の構成員は、別紙のとおりとする。 

・ 懇談会に座長を置き、座長は、構成員のうちから厚生労働大臣が指名する。 

・ 懇談会は、政策統括官（統計・情報政策、政策評価担当）が開催する。 

・ 懇談会の庶務は、関係各局・各課の協力を得て、政策統括官（統計・情報政策、政

策評価担当）付参事官付統計・情報総務室で行う。 

 ・ その他、懇談会の運営に必要な事項は、座長が定めるところによる。 
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